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トラフカミキリあJ10 trechus chinensis 

CHEVROLATの生態ならびに防除に関する研究
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まえがき

トラフカミキリ あIlofrechuschinensis CHEVROLAT は全国の桑園に発生するが，西日

本， とくに瀬戸内地方および島根，鳥取県の海帯地帯の桑園でこの被害が大きい.

蚕糸試験場明石支場の桑園にもトラフカミキリはきわめて多く，幼虫の食害によって毎

年枯損株や発育不良株が多発し，桑園能率を大きくはばみ，ほ場園試験にも支障をきたし

ている.

筆者はこの根絶を図ることが急務と考え，的確な駆除法をみつけるために， 1954年以来

桑園における食害生態の調査にとりかかった.

まず飼育方法について研究をはじめ，種々の試みの後， 1955年より本格的な調査を開始

し生態についての全ぼうを確詔し，また駆除法についてもとくに食害生態を利用した効果

ある薬剤散布法を見出すことがでまた.

この研究に対し便宜と助言をいただいた明石支場長竹内孝三氏，調査に協力を願った治

郎丸洋三，山本 賢，浴 伝，佐藤京三の諸氏ならびに研究についての助言と本文の校関

を賜わった官崎大学農学部教授中島 茂博士，本場病理部長桑名寿一博士，石井五郎氏に

深謝する.

蚕糸試験場業報第77号 1960年 12月
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1.形態と生活史の概要

1.形態

1) 成虫(図版TI，1) 体は円筒形で，黄色と黒色の虎斑状の縞があり，黒かっ色お

よび黄色の毛が密生している.触角は短く体長の半分，脚は長い.体長は雌22"'29mm，

平均26mm，雄 20"，29mm，平均 24mm(第1表)，少数の個体〈全数3，168頭のうち63

頭〉では雌 18mm(13.5"，19. 5mm) ，雄16mm(11.9"，18. 1mm)であった.

形態上の雌雄差について「雄は暖端がやや扇平で趨鞘をもっておおわれているが，雌の

腹端は趨鞘外に出ている」といわれているがわ，これにあてはまらないものもあり，雌雄

各200頭を鑑別した結果，雄と思われたもののなかに雌が25%，雌と思われたもののなか

に雄が7%もあった.

2) 卵 卵は乳白色， または淡黄白色，長楕円形，一端はやや細まる.卵殻は透明

で，解化の状態も容易に見られる.長径2mm内外，短径 0.6"，1.Ommである.体内卵は

少し細い(第2表).

第 1:表成虫の体長 (mm) (供試頭数各100)

雌

雄

22 I 23 I 24 I 25 I 26 I 27 I 28 I 29 均ιムJ1120
26 

24 

備考:材料は1955年6月から 8月にかけて採集した約 4，000頭のなかから任意に抽出し測定した.

第 2表体内卵と産下卵の大きさ (mm) 
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3) 幼虫(図版TI，2) 幼虫は淡黄白色，または淡黄色，騨化当時の 2mmから， 45 

mm内外まで成長する.胴部は12環節， 幅広くやや肩平な胸部第1環節から次第に丸く

細まり，第12環節は急に小さくなる.第1環節背面前方には4個のかつ色斑紋をとどめ，

2個は中央に，他は側方にある.中央には縦線があり，各環節の背，腹面には( )形の

斑紋がみられ， 第 1環節のものが最も明りようである. 第 6"，10環節の背， 腹固にはこ

ぶ状の突起があり，第1環節の前方および、各環節の側面には黄かつ色毛が粗生する.気門
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は胸部で第2環節に1，腹部に8，計9j国をそなえる.

4) 踊(図版IT，3) 雌は雄より大きく，体長18rv34mm，平均28mm，黄かっ色.

2. 生活史の概要

成虫は明石付近では6月上，中旬から 9月下旬にわたって出現，概して日中に活動し，

産卵は桑株および樹幹の亀裂，小孔，皮部の割目などにする.解化した幼虫は形成層を食

害し，壮齢期になるにつれ材質部を侵害する. 4， 5回脱皮し， 幼虫体にて越年する.翌

春4月下旬頃より踊室を作って老熟 5月上旬踊化，羽化した成虫は体の完成まで踊室に

とどまり，ついで材質部をかじって外部に脱出する.成虫の寿命は20，.....，30日，幼虫期聞が

約10ヵ月である.幼虫越冬をし1年に1回の発生をする.経過式を第1図に示す.
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n.成虫の活動

1) 出現期と行動 1955rv1957年に毎日午前，午後の 2回桑園を巡視，調査した.成

虫の初発は， 1955年が6月9日， 1956年は6月16日， 1957年は6月17日で 6月上旬から

出現しはじめる.最後に成虫を見たのは， 1955年が10月1日， 1956年には9月28日， 1957 

年は9月30日で，おおよそ9月下旬頃で、あった.室内飼育調査によると終発は9月1日で

あった.出現数の最も多い時期は6月下旬で，全出現数の65%を示し 6月中旬から 7月

第3表桑閣における出現時期

η
o
d
A
1
 

6

0

 
噌，ょ

唱

i

E

1

υ

η
t

白河
d

d
佳

o
o

q
O

ヴ

t

q
J

虫
U

唱

止

の

4

，

，

 

2

2

 

0

6

P

0

 

6

2

 

n
J
O
q
a
 

no 
に
-
u
n
4

4
a

ーっd
0

0

1
よa

u
c
o
 

円

4 14 

上|訂正-合計

j:[:):;:: 
よ1!?iiJd下
::::1 

上|中|下 上|中|下

10 



4 蚕糸試験場業報第 77号

第4表雌雄別出現率(%)1956年

¥雌¥雄別¥月¥旬¥別~ 
6 月 7 月 7月下旬

全出現数
中 下 上 中 ~9 月下旬

雌 18 39 48 68 41 

雄 82 61 46 52 32 59 

上旬までに全体の90%が出現する〔第3表).雌雄の割合(第4表〉は初発当時は 1対4

で雌がきわめて少ないが，出現のヤマである 6月下旬には2対 3でやや増加し，それより

次第に多くほぼ同数となり 7月下旬以降では2対1と，雌が多くなる.

成虫は夜間および早朝は動作不活発で、葉の裏または株上に静止しているが，午前10時頃

から日没まで、葉上に現われ，活発に歩行あるレは飛しようする. しかし， 日光の強い時や

雨天の日には葉裏や株の付近の日陰にもぐりこむことが多い. 1回の飛しよう距離は20"-'

30mで，高度5m内外におよぶことがある.

2) 羽化 桑園採集の踊を被害株から切りとった踊室に移し，セロハンをはり，室温

23
0C内外で観察した.

輔化当時は大体乳白色で，触角，麹，脚がし、くぶん淡かっ色を帯びている.羽化2日前

頃まで次第に濃色となり，羽化 1臼前にはいくぶん淡くなり，織がよる.尾端では成虫前

麹の横縞がすけて見える.

羽化は大頓，小願，前脚の微動，体の伸縮ではじまる.動作の活発化につれ気管が白線

として見え，成虫体が踊皮から分離する.間もなく，前胸背面の正中線にそって，頭部に

達する割目ができ，前胸の側面も破れ，頭部が現われ，続いて胸部，腹部が脱出するが，

腹部は体の伸縮と相まって後脚で押しのけるようにして旧皮の袋から脱けでる.脱出時間

は，気門線上に気管が現われてより 1rv1.5時間を要する.羽化動作は間欠的に行なわれ，

20分間ぐらい静止するときもあった.羽化当時は体色，淡黄かつ色，腹部膨大，姐鞘は腹

部の半分にすぎない. 1昼夜でかつ色になり， 7rv10日後には腹部ひきしまり，ほほ趨鞘

内におさまり，固有色となる.羽化後 3"-'5日黄色の粘液を排出する.羽化時刻は午前3

"-'5時頃のものが多かった.

成虫は完成後踊室の先端をかじって穴をあけるか，喰通したトンネルにそって出現する

(図版II， 9).踊室の大きさからみて，体の反転はできないから，踊室内の頭部の位置に

よって脱出方向はきまる.概して後者を多くみた.脱出には後脚を踊室壁でささえ，大願

で材質をかじり， トンネル内を進退しつつ，かなりの時聞をかけている.頭部が見えだし

てから 2時聞をついやし出現したものもあった.

羽化後出現までの日数は時期によって一定せず，室内調査では 5月中，下旬は40日内

外 6月上旬では25，，-，36日，中旬では12rv21日，下旬は 8"，15日 7月上旬以降は 5，-...，12

日となる.
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Ill.生殖

1) 交尾・産卵 出現後の成虫はただちに交尾できる.交尾時聞は長いものは数分間

を要し，時刻は午前9時および午後4時頃が多い.野外における交尾は，根刈では株頭付

近の葉の上が多い.交尾後，雌は産卵管を動かしつつ樹幹，株頭を歩行する.

産卵場所は産卵管がわずかに挿入できる小孔または樹皮の割目などである.この深さは

5mm内外であるが， ときに2"，3mmで，卵の一部が外部にはみでているものもある (図

版II，13).樹皮面や土の中にも産卵し，また生木，枯れ木に関係なく産卵する.産卵には

産卵管を伸ばし，体の後半部を折り曲げ〔図版孔 12) 1粒ずつ産下，まれに 1ヵ所に数

10粒産下することもある. 1粒の産下に20"，30秒を要し 1粒を産下後産卵管をおさめ，

さらに場所をかえて，つぎつぎと産卵していく.室内では 1時間に15粒を算した.産卵時

刻は桑園， 実験室とも午前9"，10時および午後 3"，4時に多く見られた. 桑園では一つの

株に産卵し終わると隣接株に移動し産卵する.そのためか被害株が連続してみられる.

産卵期間は6月中旬"-'9月下旬にわたり，卵期聞は6月中旬(気温250C内外〉で 7"，10 

日 7月上旬以降， 280C内外で5，，-，7日， 300C内外で4日を要し，温度と卵期間との関係

は1955，1956， 1957年ともほぼ同様の傾向を示した.

2) 体内卵および産卵数 羽化直後の雌卵管内には淡灰白色，不整形卵がみられるが，

4日日頃になると色が濃くなり 6日日頃より乳白色の卵殻がやや明らかとなり， 10臼内

ιょ土い化後 l整形卵 i不整形卵 l
日目 cm 

1 9 85 50 135 2.8 

2 10 84 50 134 2.5 

3 10 111 55 166 2.6 

4 10 51 75 126 2.5 

5 11 85 50 135 2.1 

6 12 85 67 152 2.9 

7 15 91 65 156 2.2 

8 16 104 76 180 2.8 

9 17 240 52 292 2.8 

10 17 110 25 135 2.8 

ぷ口込 計 1046 565 1611 26.0 

平 均 105 57 162 2.6 

長体の虫成試供

備考. 1956年 6 月 25 日 ~7 月 7 日に調査
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第 6表体内蔵卵数〔交尾したもの〕

よiii竺~II 整形卵|不整形卵| 計
供試成虫
の体長

C立1

1 171 50 221 2.6 

2 180 69 249 2.8 

3 277 49 326 2.8 

4 250 45 295 2.9 

5 201 52 253 2.9 

6 217 56 273 2.8 

7 210 35 245 2.6 

8 152 48 200 2.7 

9 104 42 146 2.6 

10 185 63 248 2. 7 

メ口〉、 計 1947 509 2456 27.4 

平 1勾 195 51 246 2.7 

備考.受精したものは 6 月下旬~7 月上旬に出現し，羽化後15~20 日目のもの.

外たつと整形卵がはっきり見られ，さらに産卵直前になると判然とする.体内蔵卵数〈第

5， 6表〉は整形卵として 1雌 51"-'240，平均 105粒であり，羽化後10日をへるにつれ整形

卵が漸増する.

交尾したものは即日 104，，-，277，平均 195粒を示した.

雌雄5頭ずつを室内飼育箱に入れ，また雌雄1頭ずつを高さ15cm，直径 10cmの円筒状

の金網龍に入れ 8個体について 1日おきに卵数を調査した.産卵のため枝条皮部に小万

で3，4ヵ所浅い傷をつけ産みやすいようにし 1聞に 3"-'5本を入れた.また毎朝清水の

噴霧をした. 2ヵ年の調査(第 7，8表〉から 1雌が大体12，，-，24日聞にわたって 150粒内

外を産み 1日の最高産卵数は40粒内外であり，産卵期間の前半に多いことを知った.

産卵を終ったとみられる成虫の残卵数を調べてみると(第9表〉整形卵を残したもの，

残さないもの半々であり，残っている場合にはその数 1"-'32粒で、あった.

3) 成虫の寿命 1956年は飼育箱内に鉢植の桑を入れ， 1957年は産卵数調査に使用し

た円筒状の小型金網龍を用い，朝 1回噴霧した.雌の清水給与区(第10表〉は25"-'40日，

平均30日，無給与区は13"-'22日，平均18日で、あった.さらに干ばつどきに炎天下においた

ものは 5，，-， 8日にすぎなかった.

IV.虫の生態

。飼育法 実験室内では卿化直後の幼虫には1年または2年生の枝条を用い，皮部
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第7表 1 雌の産卵数 (5頭平均:1956年〕

川6空6れ6246317117…17.4~7. 517. 6~7. 717…[7T711! 計 )1問
問 11 8.41 吋叫吋 26.41 叶吋叫 1621 則

六 1111213トト 16171819110111 112113ト41151161171仲
3 91 0 191 20 26 191 0 123 

8 11 10 101 3 3 221 7 51 71 6 121 21 31 21 11 0 31 7 41 1 123 

2 11 19 81 24 22 71 4 41 51 1 128 

5 3! 11 171 8 81 2 31 。。 01 01 0 2j 21 71 151 121 1 71 1 128 

4 71 16 111 34 71 0 19 71 19 21 31 0 01 01 01 01 51 11 11 0 01 6 148 

6 11 6 51 0 51 4 27 81 6 191 1 181 2 41 0 31 6 251 8 148 

7 2412132v…1-41650010021日
1 
31141 11 71

13
1 
39
1 51 81
26
1
35円61231 81 1 I 1 1 I I I I I 1203 

整形卵

不整形卵

メ斗
口

1956 

計

雌

雄

1 4 5 6 7 8 9 

7.2 

22.8 

30.。

16.411 81 5 

16.411 61 7 
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を小万で〈形に切りこみ，剥皮し，皮部から乳液が出ないようになってから毛筆の先に幼

虫をつけ，割れ目に挿入した.10mm以上に成長した幼虫には 2年または 3年生の校条

を 30cm内外の長さに切り，鋸で図版1，9のaiこ示すような浅い溝を幼虫の体に応じて

作り，これに幼虫を入れ，その上をbのように剥皮切片でかぶせ，糸でゆるく結んだ.飼

育枝は図版TI，15のようなポットに少し水を入れ，校条が乾燥するのを防いだ.なお飼育

校は，調査の便利のため概して材質のやわらかい，かつ，木が裂けやすい福島大葉，一の

瀬を供試した.

野外では一の瀬の 1年苗を春植しこれに 3mm方眼の金網を 1m平方に張り，植付 2

年目，すなわち1957年 6月に成虫を放ち，株に亀裂を作り産卵させた.

2) 幼虫発育の一般 1955年 7月16，17日実験室内で産卵 8月23日脚化した幼虫15

頭につき，前項の方法によって調査した(第11表).ついで、1956年には87頭の飼育を行なっ

た.なお，屋外ポットに植えたもの，および桑園に設けた飼育室の桑にも産卵させて調査

した.その結果は第12表に示すように，室内，屋外とも幼虫体で越冬し 2年目の 5"，-， 6

月頃に老熟し，さらに踊化，羽化出現し， 1955年の調査と全く同様に 1年 1回の発生であ

ることが判明した.

第11表幼虫の発育と経過(室内〕

1丸;U1ωてに9i;
i 引l刊勺つ::l::[ :1l;1 :1[ :: [ 

第12衰幼虫の発育と経過(室内〕

7jh;! 1956 1957 

8. 1 8.26 9.20 11. 11 1. 7 4. 4 

ロ1m 町1宜I mm  
立122In80l1| 立1立1

立1立1
3 6.29 16 32 30 25 26 

12 6.29 16 30 25 20 20 

51 7. 5 6 20 25i 32 30 28 

79 8.22 10 28 30 30 

(1) 6.29 15 22 30 

備考.ー印は欠調.No.(l)は野外飼育.

老熟 虫面化 羽化 出現 ~ d 551j 
5. 7 

mm  月日 月日 月日 月日
26 6. 7 6. 18 7. 1 早

18 4.30 5.20 6. 15 7. 5 8 

25 6. 7 7. 1 7. 8 7. 18 2 

30 6. 7 6. 10 6.29 7.11 8 

7.15 8 
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第13表 桑閣における小さい2年目幼虫の発育と成虫出現時期 (1956年〕

; 
幼虫は1際化後1ヵ月内外で12rv20mmvこ成長し 2ヵ月後15rv30mm，3，，-，4ヵ月で最大

となる.冬期間は概して体長が短くなっている.桑園における発育はきわめて不ぞろい

で 2年白の 5，，-，6月頃でもlOrv20mmのものが多く 7mm内外のものさえある.桑園

から1956年5月1日および6月1日に体長10rv20mmの幼虫を68頭採集し，室内で飼育し

たが〔第13表).これは8月1日から 9月1日にわたって成虫となった.幼虫の発育は生活

場所によってことなり，生条(平均で、体長33mm，体重0.6g)に比べ，半枯れ条(体長22

mm，体重0.3g)の幼虫ならびに成虫の体長はきわめて短い.

以上， 1955， 1956， 1957年の3回，窒内，屋外および桑園の幼虫調査の結果は1年に1

回の発生であって 3年に 1回1)ということはない.

3) 解化 1年生校条の皮部に傷をつけ，または剥皮して割目をつくり，乙れに産卵

させ，卵の付着した部分を戸切り取って，シャーレに移し，騨化の状態を観察した.防乾の

ためしめした脱脂綿を入れた.

産下当時は乳白色または淡黄白色で、あるが 3"'4日経過すると前端すなわち頭部に当

る部分は乳白色で，胸部付近が水色を量し，後半部は淡黄白色となる.卵殻の表面は小織

がより，この織は間もなく消失して卵全体が膨満となり光沢を増してくる.さらに 5rv6

日日頃になると，前端に大頗が淡紅色の小点、として認められる.騨化前日大顧は赤かつ色

となり，卵殻表面に織が生じ，大願の微動が見える. 1， 2時間で大騒を開閉して開殻動

作を始める.さらに 1時間ぐらいで頭部の卵殻は袋状に突出し側面が縦裂する.幼虫は進

退，反転伸縮により脱出する.まれに後端(とがった方)から後退脱出するものもある.卵殻

の裂聞は卵長の60"-'80%に達する・開殻終了から脱出までの所要時聞は50"，-，90分であった.

幼虫は卵殻脱出後 5時間内外で食害しはじめる.yj際化の時刻に一定の傾向はない.解

化率は96%に達した.

4) 脱皮 脱皮直前の幼虫は，とくに頭部が幾分はれてくる.気管が見え，前額部縫

合線が破れ，新頭部から脱出する.所要時間は20"，30分である.脱皮した幼虫は頭部がき

わめて大きし各環節は縮小し，体長は脱皮前に比べかなり短縮している.体長は乳白色

で，口器とくに大J顕は淡紅色を呈し 1時間内外すると，第1環節背面の斑紋が着色しは

じめ，全体もまた次第に淡黄色となり 1昼夜経過すると固有色を呈する.脱皮した幼虫

は2， 3日ぐらい静止した後再び、食害しはじめる.



10 蚕糸試験場葉報 第 77号

脱皮回数の調査は幼齢期には10"-'20日間おきに，ピンセツト，毛筆または刷毛で

大型写真用ノパミツトに落し， これに水を入れて糞を溶かし，幼齢期は小型シャーレに数回分

取し， ピノキラーで， 壮蚕期はルーペにて大願の有無を調べ， 大騒の数で脱皮を確認し

た.調査後は新しい飼育校と取り替えた.

回数についてはかつてめ 2回行なわれるものと述べたが， 1957年前記の方法で調査した

ところ 4"'5回(第14表〉脱皮することが判明した.

第14表 幼虫の脱皮回数と調査どきの体長 (1957~1958年〉

よ~II 1 5 

l 
m
 
m
 nu 

2 7 

6 9 

7 

9 

10 

11 

14 12 

16 

17 12 

18 

第15表

i-??l! 
ll 

。

30 13 

一
m
no 

1
 n
 
m
 

。ムヮ“

3 2 

11 21 

16 26 

11 25 

10 20 

25 

12 18 

22 26 

10 16 

18 25 

12 

m
 
m
 
oo 
q
L
 

~:竺4 

4 

22 4 

30 32 5 

26 32 5 

23 32 5 

35 4 

25 35 5 

33 5 

27 4 

36 4 

15 28 5 

絶食させた幼虫の脱皮回数

1 2 

個体によって脱皮の回数が異なるのは，栄養状態と温度が関係するように思われる.す

なわち後述する幼虫の絶食に対する抵抗力の実験に供試した幼虫は体長 28mm内外で，脱

皮したとしても後，多くて 1固と思われるのに，供試頭数30頭中17頭が 1，，-， 6回脱皮し，

うち体長33mmの幼虫は14"-'21日の間隔で 5回脱皮した(第15表).しかし，冬期に絶食さ

せたものは 41"'118日生存したが，全く脱皮しなかった.脱皮殻を(図版IT，l1)に示した.

5) 営巣 幼虫は老熟間近かになると，材質部深く侵入し踊室を作る.この位置は表

皮面から 5mm内外の浅いものもあるが，概して材質部深く， トンネル人口の木屑を繊維

状にし，食屑と混合し，これをまるめて堅く孔を閉鎖し，またその一端も同様に詰める(図

版1， 6，図版IT，6c). 木屑の長さは1O"-'20mm，幅 1"'2mmである.踊室の大ささは

3 4 5 

7 1 。
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長径30，，-，45mm，短径7rv15mmで幼虫の大きさにほぼ比例している(図版TI7・8)脱
皮殻は輔室の後部にみられる.

V.蝿 イ七

1956年 4月24日から 6月25日にわたる桑園調査によると(第16表)， 5月上旬から輔化

しはじめ5月下旬と 6月上旬が最も多く，それより順次少なくなる. 4月上旬桑園で採集

し，室内においた幼虫は(第17表〉約10日おくれ5月中旬から 8月中旬にわたり踊化を

みた.すなわち踊化期は5月上旬から 8月中旬にわたり 5月下旬より 6月上旬が最も多

L 、時期である.

20 25 

輔化に際して，幼虫は

あめ色となり，縮小し，

(図版TI，3a)やがて，頭

部突出，胸背の縦線が浮

きあがり，胸部，腹部後半

が透明となり，大d顕，上下

層とも開口する.白色の

気管が現われ，頭部を折

7月上旬

6月下旬

6月中旬

E月上司

5月下旬

6月申智

10 15 

日数
30" 

第 2図 時期別踊期間 ()956年実験室内) (最短最長を示す〉 り曲げて体を動かし，頭

胸部境背面の亀裂から新頭が現われ，前胸背の縦線の破れから触角を先にして脱出する.

踊化時間は50分内外である.崎化直後は乳白色 1昼夜たつと淡黄かつ色と変わる.

踊期間は室内調査では 7，，-，30日(第2図) 5月中旬は19"-'30日であるが，以後短くなり

7月中旬以降は1週間内外のようである.

第16表帰化時期その 1 桑園の場合 (1956年〕

下λ:11 直前 羽虫 レ
u，
A
t
 

計

4 月下旬 。 109 (100) O 109 (100) 

5 月上旬 10 (36) 18 ( 64) 。 28 (100) 

5 月中旬 11 (31) 24 ( 69) 。 35 (100) 

5 月下旬 38 (86) 6 ( 14) O 44 (100) 

6 月上旬 20 (87) 3 ( 13) O 23 (100) 

6 月中旬 22 (31) 16 ( 23) 32 (46) 70 (100) 

6 月下旬 4 (15) 6 ( 22) 17 (63) 27 (100) 

備考.数字は個体数， ( )内は割合を示す.
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第17表曲面化時期その2 実験室内の場合(1956年〕

5月柑

2幻1 16一4一5一4一 67 

VI.食 害

1) 根刈桑園における被害の実態 明石支場の根刈桑園には(第18表〉植付後 3年目

頃から幼虫による食害株がみられ， 樹齢が増すにつれ漸増し， 食害をみない株は全くな

L 、.

被害の軽重は桑の品種によって多少異なるが，幼虫が 1株を 5"'10頭で一度に食害する

と株は急に枯死する. 1， 2頭でも毎年表皮を食害していくとついには枯死するに至る.

第四表は明らかに，幼虫が表皮を食害したために枯死したもので，大体10年ぐらいの聞に

30%内外の枯損株が生じたことになる.食害によって(図版II，10)に示すような発育不

良株は毎年かなり発生し，また萎縮病にかかるものがすこぶる多く，桑園能率を低下して

いる.

第18表樹齢と侵害株の多少

瓦で~II 供試株数!侵害株数(向割合(供試品種
株 株 % 

植付 2年目 444 。 O 国桑27

3 372 7 2 一の瀬

4 500 58 12 国桑21

7 360 89 25 ーの

11 626 462 74 ろ

17 870 870 100 /f 

18 655 655 100 福島大

改良鼠返

葉

第19表幼虫の侵害による枯損株割合 (1955年9月)

調 査 株 損 株 同

(夏
株 株

A メリ〕 900 248 

B (春 刈〕 800 251 

C /f 720 218 

割合

μ 
28 

31 

30 

備考.一の瀬，植付1942年栽植距離1.50mX o. 75m 
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2) 幼虫の食害 卿化して聞もない頃は皮部のやわらかし、部分を侵し，成長するにし

たがって形成層を中心に浅く，壮齢期になると幅広く，かつ材質部を深く食害する(第20

表).老熟近くなると横孔をうがち材質部深く侵入する(図版TI， 6， 7). そして幼齢期

は概して環状に進み(図版1， 1).壮齢期は下降する(155の調査例で， 下降は54%，上

昇34%，その他12%となった).

jiiJ1阿部分 [[19~~ 1[ 8.26[ 9.19[ 11. 1119~: 7[ 4. 4[ 5. 71 6. 7[開頭数
幼16 15 10 8 O 。 O 

6. 29 ~ 7. 5 16 
材質部 。 1 6 8 16 16 16 

10 9 4 2 。。
7.16 ~ 7.23 11 

材質部 0 1 2 7 9 11 11 

幼 7 幼 7 6 3 1 。
8. 20 ~ 8.22 7 

材質部一 。。 1 4 6 7 
備考.皮下は形成層を中心に食害するもの.

「幼」は幼齢期(併化後 1カ月内外〕を示す.

食害時期は(第21表〉侵害したトンネルの長さでみると，大体1年目の10月頃までが多

く 9月に最高食害を示し，次に8月で， 冬期はきわめて少ない.250Cだと普通に食害

するが， 120C内外になるとほとんど食害しなかった(体長20"，25mm，20日間飼育).

幼虫期に 1m内外のト γネルをうがつ. 1日(平均〉の食害度をみると(第3図) 6月

29日"， 7月5日に騨化したものは，大体9月頃まで漸増し 9月が最高 14.5mmを示し，

10月頃から急に減少する. 8月22日に解化したものは10月が最高で9mmに達し以降急に

減少した.

次に桑園の根刈仕立についてみると，はじめ 1年枝の基部小撤付近を環状に食害し(図

版1， 3). ために枝条は急に立枯れする(図版TI，14). 幼虫は成長するに伴い下降し，

皮部の厚い株の下を食害，樹皮を残らず食いつくす(図版TI，10).食害する部分がなくな

ると 1年枝の太いものを食害し， 高さ 30cm付近まで上昇し， また地下深く (36cm)

直径 1cm内外の支根をも侵害する 〈図脹1， 2)桑の被害の大きい時期は， 皮下を浅く

侵害する頃であり，これに比べ材質部の食害は影響が少ない.桑園では経過が不ぞろいだ

から，冬期間を除いては，常に多少の被害がある.

排糞は食屑とともにトンネル内に堅く詰まり，わずかに食害動作ができる範囲が空洞に

なっている(図版1， 4，図版TI，6a).解化直後の糞は長径0.03mm内外であり， 壮齢

期は1.5mm内外となる(図版1，8).外部に糞を押し出すときは食害方向から反転して

大顧で表皮を食い破り，頭部を強く押しつけ排除する. トンネル上に亀裂(図版1，5， 
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図版II， 5)ができるのは，糞が雨水で膨脹するためと思われる. トンネル内と外部との

糞の割合は前者が82%を占めている.

第21表幼虫の食害度(トンネルの長さcm) (第2回飼育試験〕

No. 1解化月日[[1匂 1[ 8. 26 I 9. 20 [11. 1 

3 6.29 25.0 35.0 25.0 

4 1/ 18.0 27.0 20.0 20.0 

5 1/ 35.0 42.0 58.0 45.0 

7 1/ 28.0 28.0 50.0 35.0 

12 1/ 23.5 26.0 24.0 4.0 

55 7.23 5.8 22.0 37.0 10.0 

62 1/ 4.3 43.0 35.0 i 25.0 

77 8.20 1.0 32.0 

79 8.23 1.0 50.0 

[吋 71 4. 4 5. 7 6. 7 
ζ〉

3.0 2.0 。
乙込

1.0 3.0 3.0 。
18.0 5.0 6.0 O 

20.0 6.0 8.5 O 

。 。。
乙L。 3.5 3.0 。
とL

55.0 O 。 。
乙L

30.0 6.0 5.5 2.3 
乙L

10.0 12.0 13.0 5.0 

備考.ムは老熟中，@は踊

3) 成虫の食害 成虫は外界に出れば桑になんらの害を与えることなく，露や雨水を

飲んで生活し，葉上に灰白色の排出物を出す.

情1m
15 

10 
〆

a・

ド

ーノ

r 
r 
f 

R
U
 

ネ
ル
町
長
さ

。
7 B 9 10 11~ユ2 Jッ3 4 
月現IJ

畠

第3図 各月における 1日の食害度〔トンネルの長さで現わす〕
(第2回飼育試験〕

6.29~7.5のものは16頭の平均 7.16~7. 23のものは12頭の平均

8.22のものは6頭の平均

VlI.環境抵抗

室内で解化した幼虫は羽化出現するまで、に，菌の寄生その他によって50%内外が死亡し
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た(第22表). この半数以上が幼齢期 (2齢，体長10mm内外)に死んでし、る.屋外飼育

の結果は1955，1956年とも 96%内外が死亡し，体長 5mm内外の頃に大部分が死亡した.

第22表 幼虫から羽化までの死亡数ならびに割合〔室内飼育〕

幼 齢司壮齢期~羽化

死
イヒ 病年次 11供試頭数

A 
口

1957 

73 (100) 

62 (100) 

19 (26.0) 

22 (35.5) 

17 (23.3) 

9 (14.5) 

36 (49.3) 

31 (50.0) 

16 (44.4) 

6 (19.4) 

1956 

備考. ( )内は指数，硬化病の指数は合計を 100として比較した.

第四表幼虫の浸水に対する抵抗力 (1958年〕

区 別|蘇生時間[開始時間[摘 要

11 時間後| 時間後|
No. 1時間区 0.5 7 無処理のものと食害状態同じ

4

8

m

M

品

。L
q

O

4

4

T

Z

υ

1.5 nb

ヴ

4

η

t

円

t

a

u

円

t

Q

U

1/ 

1.0 1/ 

2.0 

2.5 

1/ 

1/ 

6 36 

7 48 

1.5 

3.5 

1/ 

1/ 

9 96 5.0 12 

いくぶん食害能力劣る

わずかに食害する

8 72 3.0 

11 

7.0 16 1/ 

死亡

備考. 1) 供試数は 1区2頭，ただしNo.8~11は 3 頭.

2) 蘇生時間は幼虫を水の中より取り出してから動きだすまでの時間.

3) 食害開始時聞は水の中より取り出してから食害するまでの時間.

第24表 絶食幼虫の生存日数分布 (1957年〕

夏 期

期

25 

主主 21 

備考. 1) 供試幼虫は夏期のものが13~40mm，平均26mm，冬期は17~40mm，平均27.2mm.

2) 絶食開始時期は夏期が4月17日および6月20日，冬期は 9月28日および10月8日であ

る.
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死亡の主なものは，硬化病その他の寄生菌による病死，およびトンネル内のたまり水に

よる窒息死が考えられる.前者については，高台の乾燥する桑園に比べ，低地(水団地帯〉

の桑園や，雑草が繁茂する桑園は明らかに侵害株が少なく，湿潤が寄生菌の繁殖を助け，

かつ発病の誘因になるように思われる.後者の場合として実験的に幼虫を水の中に入れ，

窒息状態を調査した.方法は35，，-，40mmの最長の幼虫を50ml秤量瓶に入れ，7Jcを 40cc内

外までみたし， 250C においた.結果は(第23表)， 156時間水中に入れておいても 7時間

内外で蘇生し，食害能力があり， 192時間でようやく致死した.すなわち実験結果からみ

て，抵抗力の弱L、幼齢期のものであっても， トンネルに 1週間以上も水がたまるようなこ

とはないから，これから考えて，窒息死は現実には起りそうにもない.

絶食に対する抵抗力は(第24表)，夏は21，，-，112日，平均56.9日間，冬は41，，-，118日，平均77.4

日間，長いものは4ヵ月内外生存し，体重は60%内外減少しでもなお食害能力があった.

VllI.予防と駆除

1) 捕殺法 産卵前の成虫をとくに多発期に捕殺することは有効である.株や葉上で

静止または交尾している朝の9時頃と夕刻の2回にわたって桑園を巡視し捕殺するがよ

い.卵はきわめて小さく，見つけることは容易でない.

幼虫の捕殺については，壮齢幼虫は表皮の亀裂から新しい虫糞を排出しているから，そ

の付近を針金の先をとがらせたもの，または錐などで樹皮を突いていくと，幼虫のいる部

分は空洞になっているため，容易に刺殺できる.体長lOmm内外のものは，食害部分が判

然、としないし，また虫糞が灰かつ色を呈するので見のがしやすい.捕殺するのにつごうの

よい時期は，皮下を浅く食害している 5"-'8月頃で，作業能率や捕殺効果からみて根刈仕

立では株直し後が適当である.

捕殺以外に雌成虫によるおとり誘殺法を試みたが，雄の誘殺効果は少なかった.また産

卵防止のため DDT， ホリドール，また展着剤加用生石灰を桑株に散布，塗布したがし、ず

れも効果が不十分であった.

2) 殺虫剤による駆除法 トンネルの構造よりみて，深達性農薬を散布すれば，表皮

の亀裂から浸透し，殺虫できるかもしれないと考え， 1956年より試験を実施した.農薬は

人体に危険がないものとして，シストロン(15)を選び，溶液を直接虫体に散布し殺虫力

を試験し， 100倍および200倍液が有効であることを認めた. 100倍液では散布 2日目

には挙動不活発となり 3日目には体く縮小し死亡， 200倍液は症状前者よりし、くぶん軽

く，死亡までには10，，-，15日を要した.桑園においても100倍， 200倍について調査したとこ

ろ，両区とも黒変する死体がみられ，十分な殺虫力が認められた.さらに室内でフ 3，4年

生の校条に幼虫を侵入させ，食害が 10，，-，20cmに進んだ頃に散布した(第25表). 50，，-，200 

倍で殺虫率60，，-，80%で、あった.幼虫のうち表皮の亀裂付近のものはほとんど死んでいる

が，亀裂から遠いものは効果が少ない.散布回数は1回より 2rv3四散布したものが有効

で、あった. 2 rv 3田区とも生存幼虫は半死状態で、あった.

3) 予防および処置 現在産卵を防止する確実な方法はない.消極的防止法ではある
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試験名|区 内試ん数戸川 -

% 
無散布区 30 3 10 散布7月15日，供試幼虫の体長2

濃度試験 50 {音 区 25 18 72 ~5mm. 

(第1回〉 100 11 35 28 80 調査7月30日

11 45 27 60 

無散布区 17 4 24 濃度 100{音波

散験(第布回数試
散布 1回区 20 13 65 散布8月2日より 1週間おき

2回〕 2 20 18 90 供試幼虫の体長20~25mm

3 20 16 80 調査8月23日

が，根刈桑では樹頭更新，株更新および据接法で株頭を更新して亀裂や小孔を少なくすれ

ば効果がある.筆者はかつて植付2年目の根刈桑で野外飼育試験を試みたとき，産卵はす

べて表皮上や士の中に行なわれ 1頭の食害幼虫をも得られなかった経験がある.中刈，

高刈仕立の桑樹は主幹の食害が枯損となる場合が多く，また産卵しやすいので，できれば

表皮の亀裂を桑切り鎌などで削りとる.また枯損株はもとより樹齢の古い桑園は改植し，

掘り起した株は5月中旬頃までに焼却し，桑園の周辺に長期集積することは避けるべきで

ある.すなわち11月頃掘り起した被害株について成虫が翌年出現する状態を調べたところ，

株は完全に枯れているにもかかわらず成虫の発現をみた.

4) シストロン15の散布桑葉が蚕児におよぼす影響 シストロン100"，，200倍液散布桑

葉を 5齢 3""5日日の蚕児に給与した結果，散布 1日目では桑葉を水洗しても中毒死し

た. 15日間経過した桑葉で、は 100倍液でも症状きわめて軽く，大部分が営繭した.しかし

繭質がやや劣り，かつ踊体がいくぶん短縮した(第26，27， 28表).この試験を翌年にも行

ない，初秋蚕期は散布13日目，晩秋蚕期は10日目の散布桑を給与した結果(第29，30表)，

中毒蚕は全くみられず，大部分が営繭した.しかし，繭質はいくぶん劣り， とくに晩秋蚕

期散布10日目給与区で、顕著で、あった.初秋蚕期散布区の健踊歩合が著しく劣った理由はよ

くわからない.なお実際の駆除には，散布する部分がおもに株や樹幹であるから，夏刈後

初秋蚕期の収葉後および下棄がないときに散布すれば蚕に対する薬害は十分避けられる.

なお，桑樹に対しては 100倍液でもなんら薬害は認められなかった.

第26表 シストロン散布1日日の桑葉を給与した場合の蚕児の症状(100倍液:1956年〉

給桑1回目 l食桑状態，動作とも変化ない.

11 2回目 I 1回目と同様，特に変化が認、められない.

3回目 l上半身を振る，胃液を吐く，休く短縮し，握着力鈍る.重症のものは脱紅し糞の
色赤かつ色を呈し全く食桑しない.
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λてhhz:副主計摘

備考. ( )内は指数を示す.

第28表 シストロン散布15日目の桑葉を給与した場合の繭の重さ (10川音液:晩秋蚕期〕

一~¥項目 11 ~ _ 1 ~+. ~ _ 1 ~ ，~， ^ 1 
¥¥11繭童i繭層重 1i縮層歩合(摘 要

区日Ij¥¥¥

gl cg %1 
無散布桑給与区1.54 I 37.7 i 24.5 ， 供試蚕品種5C，頭数♀ 3各10頭

散布桑給与区1.48 1 34. 9 1 23. 6 I 給与開始10月8日 5齢5日目

第四表 シストロシ散布13日目の桑葉を給与した場合の繭質 (1957，初秋蚕期〕

¥¥項目 11 収繭粒数

区別¥¥両院繭同制計

無散布桑給与区 11 80 I 0 4 I 

散布桑給与区 I1 91 I 1 I 0 I 92 

ltil-1E下一王

備考.散布濃度200倍液，散布月日 7月19日，蚕品種支115x日112

給与開始 8月1日AM9.005齢 2日目 供試頭数甲 8各50頭計100頭

第30表 シストロン散布10日目の桑葉を給与した場合の繭質 (1957年，晩秋蚕期〕

r-い繭山
門 :l!?;1引?[:lH::
F給 :l:l:[?l:l:l: つ

れ
“
つ
d

d

u

a川
宮

司

i

唱

i

9

6

 

6

7

 

0

9

 

0

9

 

旬

'A

日::1::
:;l::;:l::;l;::; 

111数l重立よ
:11::: 

摘要.散布濃度200倍液，散布月日 9月4日，蚕品種目122x支115

給与開始9月17日5齢秦付より 供試頭数字 8各100頭
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政.総括

1.形態

1) 成虫は平均体長，雌26mm，雄24mm，前胸背面および麹鞘に黄かっ色の特徴ある

横縞斑をよそおう.

2) 卵は乳白色，長楕円形で一端はやや細く L、くぶんとがる.卵殻は透明で長径2mm，

短径0.7mm内外.

3) 幼虫は肉質柔軟，体色淡黄白色または淡黄色で，第1節背面の前方に4個のかつ色

斑紋をみるが，グワカミキリはごこに赤かっ色の粒状斑紋が放射状にあるので区別でき

る.解化当時の体長は2mm内外，壮齢期には30rv45mmに達する.

4) 婦は黄かっ色，体長は28mm内外，背面に多くの刺毛をそなえる.

2. 生態

年1回発生，幼虫越冬 5月踊化 6月から出現，産卵，幼虫期間は 6月頃から約10

ヵ月にわたる.

羽化は気門腺上に気管が現われてから60"，90分を要し，12rv40日後，踊室の先端または

食害ト γネルから外界に出る.出現は6月下旬が最も多く，全数の約65%を占め，当初は

雄が多く，ついで雌雄ほぼ同数となり 7月下旬からは雌が多くなる.成虫は日中飛しよ

うして距離20rv30m，高さ 5m内外に達する.雨露をとって生活し， 25"，40日存命する.

産卵は 1粒ずつ，樹皮の割れ目，小孔などに産下するが，樹皮面や土の中にも産む. 1 

粒の産下に20rv30秒 1雌の蔵卵数は平均 246粒で，この60%内外が12"-'24日にわたって

産下され1日の最高数は39粒に達した.

卵期間は 4rv10日を要L，~際化率は96%内外である.所要時聞は50，，-，90分である.幼虫

の脱皮回数は 4"'5固にて，体長は 1ヵ月後 12rv20mm，2ヵ月後 15，，-，30mm，3ヵ月後

には壮齢期に達し 45mmとなる.成虫の消化管は体長の 1.5倍であるが，幼虫のそれは3

倍内外である.幼虫は枯木でも食害し， トンネル内に糞を詰めて食進する.解化後聞もな

い幼虫は皮下を浅く環状に侵し，成長するにつれ深く直線的に下向食進する.食害度(ト

ンネルの長さ〉は壮齢期に 1日平均14.5mmVこ達する.

老熟前の幼虫は材質部深く侵入し，長径30，，-，45mm，短径7"，15mmの踊室をつくる.

幼虫は寄生菌によって死亡するものが多い，湿潤な桑園では被害株が乾燥する桑園に比

べて少ないのはこのためであろう.幼虫は浸水に耐え 7日間水中に置いても蘇生する.

また絶食にも抵抗力が強く 4ヵ月(平均2ヵ月〉生存し，かっ食害能力を保持する.

3. 予防駆除

成虫の多発する 6月中旬から 7月中旬に，動作がにぶい朝と夕方に桑園を巡視して捕殺

する.幼虫は根刈桑園では，校条を伐採した直後に錐のような先のとがったもので，新し

い虫糞の出ている部分の樹皮を突いて刺し殺す.薬剤駆除法として，シスト戸 γ15の100，
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200 f音波を夏期に2， 3回散布すれば70%内外の殺虫効果をあげることができる.樹齢が

古い根刈桑園は株更新，樹頭更新，据え接ぎなどの方法で株頭を更新し，産卵しやすい樹

皮の割れ目，小孔などを少なくする.また改植を行ない，古株は桑園の周辺に放置しない

で羽化する前に焼却する.

シストロンの蚕桑に対する薬害については， 100 倍および200倍液を桑葉に散布しても

薬害は認められない.蚕児に散布桑を与えた場合，散布 1日目では桑葉を水洗しても中毒

死する. 14日内外経過したものは営繭しわずかに繭質と健踊歩合が劣った.
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図 版 説 日月

図版1.

1. 解化後間もない幼虫の食害によるトンネル.

2. 根部食害.

3. 1年枝の基部横綴付近を環状に食害された被害株.

4. 壮齢期幼虫食害によるトンネル.

5. 樹皮の亀裂〔排糞子L).

6. 踊室と営巣.

7. 脱皮どきの大額.

8. 幼虫の糞の大きさ.a #1際化後10日目.b壮齢期.

9. 幼虫の飼育校.a人工トンネル， b幼虫を入れたところ.

図版II.

1. 成虫.a普通の型， b小さい型.

2. 壮齢期の幼虫.a大きいもの， b普通のもの， c脱皮後.

3. 老熟幼虫と踊.a老熟幼虫， b踊.
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4. 消化管.a幼虫， b成虫.

5. 排糞孔と表皮の亀裂.

6. トνネルと踊室.a幼虫のトンネル， b老熟期のトンネル， c腕室.

7. 老熟期のトンネルと踊室.

8. 踊室内の踊.

9. 成虫が出現した孔.

10. 樹皮を食害された発育不良株.

11. 幼虫の脱皮殻.

12. 産卵中の成虫.

13. 亀裂に産下された卵.

14. 立枯れした被害樹(初秋期).

15. 飼育状況(室内).
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